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新年度が始まりました。各学校では、今年度の教職員

メンバーで新入生を迎えられ、新たな気持ちでスタート

されたことと思います。 

登校する子どもたちの様子を見ますと、後ろの様子を

気にしながら先頭を歩く登校班長、緊張しながらも遅れ

ないように歩く１年生、深々とお辞儀をしながら横断歩

道を渡る中学生等の姿が見られました。子どもたちが期

待と不安を胸に新しい１年をスタートしている姿を見て

「頑張れ！！」と応援する気持ちが込み上げてきました。

これから、わくわくしながら登校し笑顔で下校できる

日々を過ごしてほしいと願っています。 

 

さて、春の訪れを感じさせ、新年度への

期待を膨らませてくれる「桜」が、今年も

各地で満開となりました。挨拶回りで管内

の４市町を訪問しましたが、気候は違って

いてもそれぞれの場所で桜が見事に咲いていました。私

たちもそれぞれの場所で頑張っていかないといけないと

改めて思ったところです。 

この桜ですが、蕾は８月から９月にかけてでき、気温

が下がる秋には一度休眠に入るそうです。その後、冬の

寒さで目を覚まし（休眠打破）、上昇していく気温を感じ

ながら成長し、日ごとの平均気温の合計が 400℃を超え

ると開花していくそうです。この桜の成長の様子は、子

どもたちにもやる気スイッチが入る「きっかけ」があり、

応援や励ましという「あたたかさ」をもらい続けながら

成長していく姿と重なると思いました。 

 

子どもたちのやる気スイッチが入る「きっかけ」はど

のようなことでしょうか。今年度、教室や部活等で新し

い友達や先生に出会ったことがすでに「きっかけ」と 

なっている子どももたくさんいることと思います。 

先日、目にした書籍には、スピードスケートの高木菜

那さんのやる気スイッチのきっかけは、オリンピック選

手を目指して練習から全力を出し切る「仲間との出会い」 

 

とありました。宇宙飛行士の野口聡一さんが宇宙飛行士

になる決心を固めたきっかけは『宇宙からの帰還』とい

う「本との出会い」とありました。 

子どもたちにも、島根のよさである「たくさんの人と

のふれあい、地域の自然・歴史・文化・伝統など本物から

の学び、様々な書籍・情報にふれる読書活動等」を通し

て、一歩を踏み出す意欲が湧くような「きっかけ」に出

会ってほしいと思います。 

 

また、しまね教育振興ビジョンにある「誰もが、誰か

の、たからもの。」は、島根県のよさや魅力である「人の

つながり、あたたかさ」を発信したものです。子どもた

ちには、まさにこの先生や友達、周りの大人からの応援

や励ましという「あたたかさ」を浴び続けながら、自分

の蕾を少しずつ成長させていってほしいと思います。 

子どもが好きで子どもが学び成長する姿が喜びである

という教職員としての姿勢を大切にしながら、子どもた

ちの蕾が開花を目指して膨らんでいくことを期待して 

粘り強い指導・支援を今年度も引き続きよろしくお願い

します。 

 

出雲教育事務所は、５名の新たなメンバーとともに新

年度をスタートしました。管内の子どもたちがそれぞれ

の場所でじっくりと花を咲かせることができるよう、 

チーム出雲教育事務所として、島根教育振興ビジョンの

基本目標に掲げる３つの学校の姿と

笑顔で元気あふれる学校の実現を目

指し、連携・協働を大切にして精一杯

取り組んでまいります。今年度もどう

ぞよろしくお願いします。 

しまね教育振興ビジョン 基本目標 

すべての子どもが学びの主人公～一人ひとりを尊重する学校～ 

実体験に根ざした本物の教育～地域とともにある学校～ 

挑戦心、探求心が育つ学びの環境  

～子どもも大人も学び成長する学校～ 

出雲教育事務所 

令和８年５月 

主な内容 
１ 所長所感  
２ 出雲教育事務所の分掌 
３ 令和８年度管内の主な研究指定校・指定事業 

出雲教育事務所 所長 佐貫 晃弘 島根のよさを生かして 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９名の指導主事体制で教育センター等と連携して学校、先生方をサポートします！ 

学校教育スタッフ指導主事兼企画幹  髙田 純子   

今年度の出雲教育事務所学校教育スタッフは、３名の指導主事と４市町に 6名の派遣指導主事の計 9名体制

です。授業力の向上や指導力の育成に関する支援、生徒指導や特別支援教育に関する相談等に、県教育センター

等と連携しながら親身に対応します。 

大きく変化し続ける社会の中で、学校現場にはこれまで以上に柔軟な対応が求められています。小さなことでも

早い段階からご相談いただき、教職員の皆さんに寄り添いながら支えていきたいと考えています。フットワークの

よい学校教育スタッフをめざし、この１年間、指導主事一同で取り組んでまいります。よろしくお願いします。 

 

学校教育企画幹  川上 淳一 

 

＜後列＞ 

飯南町派遣    雲南市派遣     生徒指導専任主事      出雲市派遣      出雲市派遣 

郷原 秀文  目次 達郎   糸原  進   高田 正雄   藤原 幹夫 

＜前列＞ 

雲南市派遣    学校教育スタッフ企画幹      奥出雲町派遣     特別支援教育支援専任教員   

      加藤 梨恵子    髙田 純子       堀江 智史     高木  潤 

学校・家庭・地域の協働による人づくりをめざします。 
 社会教育スタッフ社会教育主事兼企画幹  高橋 兼造     

社会教育スタッフ６名は、事務所スタッフと派遣社会教育主事が連携・協働し、管内市町の社会教育・生涯学習行政

等を支援します。社会教育主事は、学校・家庭・地域が協働した学びを通して、子どもたちに地域への愛着と誇りを持た

せ、自らの人生と地域や社会の未来を切り拓くために必要な「生きる力」を育んでいきます。また、地域の人々の学びを

支え、社会の基盤となる「人づくり・つながりづくり・地域づくり」の循環が生み出されるよう支援していきます。 

人権教育推進員は、子どもたちの権利が保障される教育現場を実現するとともに、子どもたちの人権感覚の涵養を

図り、主体的に行動できる実践力の育成をめざします。 

令和８年度 社会教育スタッフ 

令和８年度 学校教育スタッフ 

人権教育推進員  飯南町派遣   奥出雲町派遣  雲南市派遣   出雲市派遣   社会教育スタッフ企画幹 

松本 泰治     難波 淳     堀江 徹     橘 浩明    恩田 奈穂子     高橋 兼造 



 
 

☎0853-30-5677 

所  長 新 佐 貫 晃 弘 

調 整 監 
新 有 田 幸 樹 

教職員の人事及び服務 

調 整 監 
荒 木 早 苗 

教職員の人事及び任用事務（総括） 

  
☎0853-30-5724  ☎0853-30-5680 

総
務
課 

総務課長 
 有 田  修 

文書取扱主任、公印取扱主任 

教職員の人事及び任用事務 

退職手当 

主  幹 
土 屋 寿 子 

非常勤講師報酬に関すること 

旅費、手当、年末調整に関する

こと（出雲市小学校） 

給料の調整額に関すること 

主  任 
 井 原  歩 

教職員の人事・任用事務 

非常勤講師報酬に関すること 

旅費、手当、年末調整に関する

こと（出雲市中学校） 

主任主事 
新 奥 井 洸 介  

非常勤講師報酬に関すること 

旅費、手当、年末調整に関するこ

と（雲南市・奥出雲町・飯南町） 

会計年度任用職員 
中 尾 敦 子 

文書収受・発送 

マイナンバーの収集 
  

ワーク 

センター 
障がい者就労支援員 
伊 藤 講 次 

障がい者が行う作業の支援・ 

指導 
  

   
学力☎0853-30-5682 生徒指導☎0853-30-5725 支援専任☎0853-30-5519 

学
校
教
育 

指導主事 兼 企画幹 
新 髙 田 純 子   

 
学校教育全般 
 

指導主事 兼  
生徒指導専任主事               
糸 原   進 

生徒指導、学校体育 
学校保健、進路 

指導主事・ 
特別支援教育支援専任教員    
高 木  潤 

特別支援教育に係る相談 

  
 

 

 

 

 

  

社会
教育 

社会教育主事 兼 企画幹 
高 橋 兼 造 

社会教育行政事業の推進 
人権教育推進員  
松 本 泰 治  

人権教育の取組、連携 

 
【出雲市派遣】 【雲南市派遣】 【奥出雲町派遣】 【飯南町派遣】 

学
校
教
育 

   高田 正雄（生徒指導） 

   藤原 幹夫（特別支援） 

目次 達郎（学力） 

新 加藤 梨恵子（特別支援） 
新 堀江 智史 郷原 秀文 

派遣先市町教育委員会における業務、学校訪問指導業務 

社
会
教
育 

恩田 奈穂子 橘 浩明 新 堀江 徹 難波 淳 

派遣先市町教育委員会における社会教育行政及び生涯学習振興行政に関する業務 

各市町派遣スタッフ    

出雲教育事務所の分掌 

 
出雲合同庁舎勤務スタッフ    

社会教育☎0853-30-5685 

 



 
 
 
 

                                                        
（４月 17日現在） 

①  県事業 

指定事業名 指定校 指定年度 

学校図書館活用教育研究事業 出東小学校 R８ 

 

②  その他 

研究会・研究大会名 指定校・園 指定年度 

島根県学校図書館教育研究大会（雲南大会）【10月23日】 

（授業公開） 加茂小学校 木次小学校 

        斐伊小学校 加茂中学校 

（提案発表） 出東小学校 

Ｒ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《人権教育推進員について》 ～学校の人権教育の取組を支援します～ 

★ 小・中学校を訪問して、人権教育の取組状況や推進上の課題、悩み等を聞き、学校を支援します。 

★ 学校等からの相談に対して、情報提供・支援等を行います。 

★ 必要に応じて他の機関等と連携して支援につなげます。 

 

人権教育に関する授業づくりや教職員研修、人権集会についてなど、悩みごとや困りごとがあればご相談ください。 

                           人権教育推進員 松本泰治 ☎0853-30-5685（社会教育スタッフ） 

 

令和８年度 管内の主な研究指定校・指定事業 

科学の甲子園ジュニア全国大会島根県予選大会（１次予選） 
 

【期日】 令和８年７月 日（土）   【対象】 中学校１・２年生の３人１チーム 

【会場】 出雲商工会館 

※参加申込や実施方法等については、後日お知らせします。 

 

《令和８年度学校訪問指導について》 

学習指導要領、しまね教育振興ビジョン、しまね特別支援教育魅力化ビジョン、第２期しまねの学力育成推進 

プラン、しまねの架け橋期の教育ガイド、各市町教育委員会の教育方針を踏まえた学校教育の充実をめざして

「学力育成・授業改善」「生徒指導」「特別支援教育」について、各学校の教育実践を推進する支援を行います。 

特に重点として行う学校訪問指導 

・学力育成、授業改善、校内研究等を推進する

学校の主体的・自主的な取組を継続的に支援

するための学校訪問指導 

・初任者研修該当者の育成・授業力向上

のための学校訪問指導 


